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4年生を対象に、中枢神経疾患に対する科学的根拠に基づく理学療法の
実践に関する情報収集法について講義と演習を行った。

研究分野 理学療法評価学、神経障害理学療法学
学位 学士（保険衛生学）

学歴 1991年北海道大学医療技術短期大学部理学療法学科、2000年大学評価・学位授与機構

（２）論文

氏名 菊本東陽 部署 理学療法学科 職名 准教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2009年埼玉県立大学保健医療福祉学部講師、18年埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

所属学会（役職）
 日本基礎理学療法学会、日本神経理学療法学会、専門リハビリテーション研究会（運営審議委員）、リハビリテー
ション連携科学会

１．研究業績
（１）著作

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（４）その他

高齢者における歩行適応現象の評価 共同
第25回基礎理学療法学科
会.Web開催

〇菊本東陽、星文彦 2020.11

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費
補助金（基盤研究C）

研究分担者 2018.4〜2021.3
通所介護における生活行為の改善
を視点としたマネジメントモデル
の開発

理学療法学概論 8
1年生を対象に、理学療法のプロセス、理学療法士の業務、生涯学習等
について講義した。

理学療法評価学 〇 14
1年生を対象に、実技も取り入れながら重要な理学療法評価項目につい
て講義した。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

理学療法研究法演習 0.5 2年生に対し、自身の研究テーマ、卒業研究について説明した。

神経障害理学療法学 10
2年生を対象に、脳卒中理学療法、神経難病に関する、評価および理学
療法ニ関する講義を行った。

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

神経障害理学療法実践テュートリ
アル

14
3年生を対象に、パーキンソン病の理学療法に関するテュートリアルを
行った。

神経疾患理学療法効果検証学 〇 15

認知症患者の歩行中方向転換動作の反応
遅延と認知-運動機能の関連性について

共著 あり
日本早期認知症学会
誌、14（1）、55-
59

星文彦、中村高仁、菊本東陽、大
沼亮、丹波匡太郎

2021.3
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IPW実習 45 科目担当者として、IPW実習の運営と学生担当、地域担当を担った。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

理学療法セミナー（OSCE2） 2 4年生を対象に、実技試験の運営に携わった。
（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

理学療法評価学実習 30
2年生を対象に、関節可動域測定について実践を意識した実技指導を
行った。

神経障害理学療法学実習 30
2年生を対象に、脳卒中患者の評価、急性期の理学療法の実技指導を
行った。

神経診断学実習 〇 45 2年生を対象に、事前学習指導および発表会時のアドバイスを行った。

理学療法セミナー（OSCE1） 3 3年生を対象に、実技試験問題の作成と実技試験の評価を担当した。

卒業論文 23 主指導 1名 副指導 名
（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

５．学内運営
項目 内容 期間

８．特記事項

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月
該当なし

学科等における委員会等 学生支援担当 2018.4〜2021.3
６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

全学的委員会及びセンター業務等 学生支援委員会、就職対策部会 2018.4〜2021.3
学⻑指定プロジェクトへの関与 プロジェクトB 2018.4〜2021.3


